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1. 2024年3月期第2四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 283,728 7.8 15,900 56.2 17,293 47.8 9,980 28.8

2023年3月期第2四半期 263,125 17.3 10,180 ― 11,701 363.3 7,746 661.8

（注）包括利益 2024年3月期第2四半期　　18,767百万円 （133.9％） 2023年3月期第2四半期　　8,022百万円 （257.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第2四半期 50.78 47.45

2023年3月期第2四半期 39.42 36.83

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 1,237,918 444,016 33.9

2023年3月期 1,231,378 429,089 32.8

（参考）自己資本 2024年3月期第2四半期 419,154百万円 2023年3月期 404,433百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2024年3月期 ― 0.00

2024年3月期（予想） ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年3月期の連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 594,000 7.7 30,000 32.0 32,000 21.4 21,000 11.4 106.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期2Q 196,700,692 株 2023年3月期 196,700,692 株

② 期末自己株式数 2024年3月期2Q 106,248 株 2023年3月期 172,683 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期2Q 196,546,079 株 2023年3月期2Q 196,544,141 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、
四半期決算短信（添付資料）Ｐ．５「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料の入手方法について

四半期決算補足説明資料は、ＴＤnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。

・四半期決算説明会の資料の入手方法について

当社は、2023年11月21日（火）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。

また、この説明会で配布する資料につきましては、開催後、速やかに当社ホームページに掲載する予定です。



（参考）

　2024年3月期の個別業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　有

（％表示は、対前期増減率）

　

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,700 7.0 10,500 53.5 12,000 41.6 9,100 25.2 46.28

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の営業収益は、不動産事業では減収となったものの、レジャー・サービス事業の需要

回復や鉄軌道事業の輸送人員の増加などにより283,728百万円（前年同期比7.8％増）となりました。営業利益は、

人件費や燃料費が増加したものの、増収により15,900百万円（前年同期比56.2％増）となりました。経常利益は、

雇用調整助成金の減少などにより営業外損益が悪化したものの、営業増益により17,293百万円（前年同期比47.8％

増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、助成金返還引当金繰入額を計上したことにより特別損

益が悪化したものの、経常増益により9,980百万円（前年同期比28.8％増）となりました。

　

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①①①①①交通事交通事交通事交通事交通事業業業業業

交通事業の営業収益は、鉄軌道事業やバス事業における輸送人員の増加などにより72,636百万円（前年同期比

12.2％増）となり、営業利益は、人件費や燃料費の増加があったものの、増収により8,063百万円（前年同期比

197.4％増）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

鉄軌道事業 43,934 39,664 10.8 6,340 2,769 128.9

バス事業 19,160 16,637 15.2 1,242 △169 ―

タクシー事業 10,547 9,272 13.7 391 40 856.7

調整額 △1,005 △847 ― 88 69 ―

計 72,636 64,727 12.2 8,063 2,710 197.4

②②②②②運送事運送事運送事運送事運送事業業業業業

運送事業の営業収益は、トラック事業における国際貨物事業では減収となったものの、海運事業の増収により

69,347百万円（前年同期比0.9％増）となりました。一方、営業利益は、人件費や燃料費の増加に加え、トラック事

業における運送委託料の増加により994百万円（前年同期比48.4％減）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

トラック事業 76,545 76,899 △0.5 293 904 △67.6

海運事業 9,100 8,663 5.0 639 1,019 △37.3

調整額 △16,298 △16,857 ― 61 3 ―

計 69,347 68,705 0.9 994 1,928 △48.4
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③③③③③不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業

不動産事業の営業収益は、不動産賃貸業は増収となったものの、分譲マンション販売の引渡戸数の減少により

45,517百万円（前年同期比4.3％減）となりました。一方、営業利益は、不動産賃貸業の増益などにより6,682百万

円（前年同期比0.8％増）となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

不動産賃貸業 25,783 24,137 6.8 5,316 4,623 15.0

不動産分譲業 17,090 20,309 △15.8 1,081 1,769 △38.9

不動産管理業 6,837 6,577 4.0 291 218 33.2

調整額 △4,194 △3,467 ― △6 16 ―

計 45,517 47,556 △4.3 6,682 6,627 0.8

④④④④④レジャーレジャーレジャーレジャーレジャー・・・・・サービス事サービス事サービス事サービス事サービス事業業業業業

レジャー・サービス事業の営業収益は、観光需要の回復により、旅行業やホテル業を中心に増収し48,365百万円

（前年同期比32.5％増）となり、営業損益は、ホテル業の収支改善に加え、旅行業の増益などにより前年同期に比

べ2,356百万円収支改善し1,824百万円の利益となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

ホテル業 10,149 6,946 46.1 △121 △1,654 ―

観光施設事業 10,149 8,969 13.2 681 362 88.0

旅行業 28,361 20,871 35.9 1,274 779 63.6

調整額 △294 △299 ― △10 △18 ―

計 48,365 36,488 32.5 1,824 △531 ―
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⑤⑤⑤⑤⑤流通事流通事流通事流通事流通事業業業業業

流通事業の営業収益は、百貨店業の増収に加え、その他物品販売業で前期に連結加入した子会社の収入が寄与し

31,666百万円（前年同期比2.9％増）となりました。一方、営業損失は、輸入車販売業の収支悪化などにより前年同

期に比べ431百万円収支悪化し1,902百万円となりました。

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

百貨店業 8,458 8,108 4.3 △1,486 △1,355 ―

その他物品販売 23,336 22,709 2.8 △346 86 ―

調整額 △128 △46 ― △69 △202 ―

計 31,666 30,771 2.9 △1,902 △1,471 ―

⑥⑥⑥⑥⑥航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事業業業業業

航空関連サービス事業の営業収益は、航空整備事業や機内食事業の受注増加により11,941百万円（前年同期比6.4

％増）となりました。一方、営業損益は、修繕費の増加などにより前年同期から676百万円収支悪化し325百万円の

損失となりました。

　

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

航空関連サービス事業 12,086 11,387 6.1 △331 350 ―

調整額 △144 △159 ― 6 0 ―

計 11,941 11,228 6.4 △325 351 ―

⑦⑦⑦⑦⑦その他の事その他の事その他の事その他の事その他の事業業業業業

その他の事業の営業収益は、システム関連の受注増加などにより21,725百万円（前年同期比7.6％増）となりまし

た。一方、営業利益は、新規事業における開業準備費の計上などにより481百万円（前年同期比7.8％減）となりま

した。

　

　(業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当第２四半期 前第２四半期 増減率 当第２四半期 前第２四半期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

設備保守整備事業 9,944 9,485 4.8 △184 △198 ―

その他事業 12,247 11,065 10.7 662 717 △7.6

調整額 △466 △362 ― 3 3 ―

計 21,725 20,188 7.6 481 522 △7.8
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が減少した一方、保有上場株式の時価上昇により

投資有価証券が増加したことに加え、設備投資により有形固定資産が増加したことなどにより、前連結会計年度末

に比べ6,539百万円増加し1,237,918百万円となりました。

負債は、鉄道高架化工事に関する工事負担金等の前受金が増加した一方、設備工事代金の支払等により支払手形

及び買掛金が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ8,387百万円減少し793,902百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に

比べ14,926百万円増加し444,016百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の通期の連結業績予想につきましては、第２四半期までの業績及び最近の情勢等を踏まえ、前回公

表時（2023年５月11日）より変更しております。

今回の2024年３月期の連結業績予想につきましては、賃貸物件の売却を見込む不動産事業や需要回復傾向にある

レジャー・サービス事業、交通事業で増収となり、営業収益は、全体で594,000百万円（前回予想比1.0％増）を見

込んでおります。営業利益は、増収により30,000百万円（前回予想比13.2％増）を見込んでおります。経常利益は、

持分法による投資利益の増加により営業外損益が改善し、32,000百万円（前回予想比16.4％増）を見込んでおりま

す。親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損益の悪化や、法人税等の増加により、前回予想と同額の21,000百

万円を見込んでおります。

業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。

　



名古屋鉄道㈱(9048) 2024年３月期 第２四半期決算短信

6

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 55,291 41,917

受取手形、売掛金及び契約資産 61,109 59,175

短期貸付金 1,834 1,829

分譲土地建物 77,275 77,184

商品及び製品 6,273 6,256

仕掛品 670 1,473

原材料及び貯蔵品 5,311 5,551

その他 19,411 23,512

貸倒引当金 △276 △238

流動資産合計 226,902 216,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 301,878 302,537

機械装置及び運搬具（純額） 78,931 78,834

土地 371,293 371,895

リース資産（純額） 10,355 9,947

建設仮勘定 82,424 89,644

その他（純額） 9,142 8,805

有形固定資産合計 854,026 861,664

無形固定資産

施設利用権 7,063 6,814

のれん 1,397 1,227

リース資産 275 246

その他 3,116 3,270

無形固定資産合計 11,853 11,559

投資その他の資産

投資有価証券 104,030 116,883

長期貸付金 358 322

繰延税金資産 17,769 13,679

その他 16,930 17,672

貸倒引当金 △493 △525

投資その他の資産合計 138,596 148,032

固定資産合計 1,004,476 1,021,256

資産合計 1,231,378 1,237,918
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 73,388 55,633

短期借入金 52,876 48,439

コマーシャル・ペーパー 10,000 7,000

1年内償還予定の社債 30,080 10,000

リース債務 1,490 1,620

未払法人税等 5,868 3,853

従業員預り金 20,383 20,347

賞与引当金 5,698 6,033

整理損失引当金 301 283

商品券等引換引当金 360 367

その他 103,619 115,127

流動負債合計 304,067 268,705

固定負債

社債 215,000 240,000

長期借入金 155,949 159,497

リース債務 10,678 10,100

繰延税金負債 3,882 4,248

再評価に係る繰延税金負債 55,506 55,504

整理損失引当金 5,560 3,713

退職給付に係る負債 32,539 32,841

その他 19,103 19,288

固定負債合計 498,221 525,196

負債合計 802,289 793,902

純資産の部

株主資本

資本金 101,158 101,158

資本剰余金 40,144 40,207

利益剰余金 158,112 164,053

自己株式 △365 △210

株主資本合計 299,050 305,209

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,490 24,609

繰延ヘッジ損益 143 566

土地再評価差額金 87,683 87,771

為替換算調整勘定 11 28

退職給付に係る調整累計額 1,053 969

その他の包括利益累計額合計 105,382 113,945

非支配株主持分 24,655 24,861

純資産合計 429,089 444,016

負債純資産合計 1,231,378 1,237,918
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 7,977 10,165

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 537 7,757

繰延ヘッジ損益 △321 436

為替換算調整勘定 37 17

退職給付に係る調整額 △58 △89

持分法適用会社に対する持分相当額 △150 481

その他の包括利益合計 44 8,602

四半期包括利益 8,022 18,767

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,785 18,454

非支配株主に係る四半期包括利益 236 312
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 12,177 14,753

減価償却費 18,916 18,902

減損損失 119 152

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 44 173

賞与引当金の増減額（△は減少） 445 335

整理損失引当金の増減額（△は減少） △333 △1,865

その他の引当金の増減額（△は減少） △1,092 2,737

投資有価証券売却損益（△は益） △214 △24

売上債権の増減額（△は増加） 311 589

棚卸資産の増減額（△は増加） 290 863

仕入債務の増減額（△は減少） △4,863 △8,858

その他 1,243 △3,461

小計 27,043 24,297

利息及び配当金の受取額 1,479 1,623

利息の支払額 △1,388 △1,452

雇用調整助成金の受取額 689 43

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,215 △5,481

営業活動によるキャッシュ・フロー 22,608 19,031

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △35,901 △35,400

固定資産の売却による収入 642 755

投資有価証券の取得による支出 △310 △872

投資有価証券の売却及び償還による収入 537 139

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△2,312 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△586 -

工事負担金等受入による収入 8,153 6,754

その他 △6 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,783 △28,604

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 6,961 748

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △11,000 △3,000

長期借入れによる収入 6,856 7,917

長期借入金の返済による支出 △8,889 △9,633

社債の発行による収入 9,950 24,885

社債の償還による支出 - △20,000

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△2,241 △0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

- 92

配当金の支払額 △2,458 △3,916

その他 △1,209 △848

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,029 △3,756

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,206 △13,319

現金及び現金同等物の期首残高 50,430 54,879

現金及び現金同等物の四半期末残高 41,224 41,559
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※１助成金返還引当金繰入額

当社連結子会社の名鉄観光サービス㈱が既に受給した雇用調整助成金のうち、返還予定の金額を計上したもので

あります。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

63,326 68,517 42,487 36,292 28,769 11,228 12,504 263,125 ― 263,125

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

1,401 187 5,069 196 2,002 ― 7,684 16,541 △16,541 ―

計 64,727 68,705 47,556 36,488 30,771 11,228 20,188 279,666 △16,541 263,125

セグメント利益
又は損失(△)

2,710 1,928 6,627 △531 △1,471 351 522 10,137 42 10,180

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額42百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産
事業

レジャー
・サービ
ス事業

流通事業
航空関連
サービス
事業

その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

営業収益

外部顧客に対
する営業収益

71,307 69,143 39,970 48,128 30,156 11,933 13,087 283,728 ― 283,728

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

1,328 204 5,546 236 1,510 8 8,638 17,472 △17,472 ―

計 72,636 69,347 45,517 48,365 31,666 11,941 21,725 301,201 △17,472 283,728

セグメント利益
又は損失(△)

8,063 994 6,682 1,824 △1,902 △325 481 15,819 81 15,900

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ セグメント利益又は損失の調整額81百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


